
令和２年度 当初予算

令和元年度 ３月補正予算

鳴門市

重点事業
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活力と魅力あふれる

まちづくり
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総合戦略推進事業

企画総務部 戦略企画課、情報化推進室
市民環境部 スポーツ課 R2 当初 ４，６０５万円

（２） ASAトライアングルを結ぶサイクリングツーリズム推進事業 ２，４５５万円

サイクリストの受入環境の充実を目指し、計画策定を行います。
① 健康づくりイベント （ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ、ｸﾞﾙﾒﾗｲﾄﾞ） 1,755万円
② 鳴門市版自転車活用推進計画策定、その他サイクリスト支援など 700万円

（１） 四国のゲートウェイ推進事業 １，３５０万円

名実ともに四国の玄関口となるべく、四国内外からの集客イベント
への支援、プロモーションを行います。

① 四国のゲートイベント支援等 500万円

② PR動画によるシティプロモーション 850万円

（３） 未来を担う人材育成事業 ８００万円

① 大学、行政、地域との連携を強化し、人材育成に係る
施策の研究体制の構築を進めます。

② 地域おこし協力隊を活用し、学校や地域、世代を越えた
つながりづくりを推進します。

大学 行政

地域
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企画総務部 特定事業推進課

道の駅「なると（仮称）」整備事業
（四国のゲートウェイ推進事業）

R２年 当初 3億1,926万円

定住人口確保と交流人口拡大に向けた四国の
ゲートウェイ推進事業の基幹施設として、鳴
門市大津町の国道11号沿いに道の駅「なると
（仮称）」を整備する。

整備目的

令和元年度中に基本設計業務を策定。
また、現在、事業認定図書の作成及び造成実施
設計業務を推進中。

今後の整備の推進に向けた用地取得や建築実施
設計、造成工事に係る費用を計上。

令和３年度末の開駅を目指す。

事業内容

※施設イメージ

起業地の拡張範囲 ３



市民環境部 スポーツ課
Ｒ２ 当初 1７０万円

インバウンド誘致事業

★子どもたちの国際理解を深める
★訪日外国人を増加する
★地域経済の活性化を図る

合宿のため訪日中国
韓国

インディゴソックス
との連携

鳴 門

■ 練習環境の整備 ■ 宿泊施設との調整
■ 滞在中の移動・弁当・クリーニング等の相談・サポート

オーダーメイドの合宿を提供

経済建設部 観光振興課

インバウンド誘客事業 ７０万円

訪日外国人の満足度＆リピーター率の向上

■ 国際便就航や大型クルーズ客船寄港、
訪日ツアー来鳴等おもてなし

■ 誘客ＰＲ用ノベルティの作成
■ 訪日外国人に向けた魅力発信

（阿波おどり等の公演、鳴ちゅるうどんのふるまい等）
■ インバウンド合宿の誘致促進 など

インバウンド合宿誘致事業 １００万円
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市民環境部 文化交流推進課・ドイツ館
教育委員会 学校教育課

Ｒ２当初 64１万円

ベートーヴェン生誕２５０周年記念講演会 44万円

高階秀爾氏（東京大学名誉教授、大原美術館館長）による
「板東俘虜収容所関係資料」のベートーヴェンを絡めた美術史的
側面から再評価を行う講演会を開催します。
ユネスコ「世界の記憶」登録推進の気運醸成を図り、鳴門市を

第九初演の地としてPRします。

主な事業

「第九」演奏会関連事業 254万円

「なると第九」次世代育成事業 79万円

●ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ生誕250周年記念「第九」交響曲演奏会
●「第九」アジア初演100周年継承事業 講演会 など

●小学生合唱指導及び現地学習
●教育旅行誘致

アジア初演「なると第九」ブランド化プロジェクト推進事業 ３３３万円

ユネスコ 「世界の記憶」 登録推進事業 ３０８万円
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Ｒ２当初 ４４７万円市民環境部 文化交流推進課

6

① 第２期文化のまちづくり基本計画策定事業

令和元年度に実施したアンケート調査や市民会議等、市民のみなさん
の意見等を反映した、「第２期文化のまちづくり基本計画」を策定します。

・ パブリックコメントの実施

・ 「鳴門市文化のまちづくり審議会」の開催

② 文化会館耐震化推進事業

２４７万円

２００万円

文化会館の耐震化を検討するにあたり、必要となる施設の改修
などに向けた事前調査等を行います。

新

・ 公募委員による「市民会議」の開催

☆ リニューアル改修及び防災面の強化等を検討

令和３年４月～
休館



ずっと笑顔で
生きがい感じる

まちづくり
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子どもの居場所づくり推進事業 204万円

「子ども食堂」や「学習支援」など子ども達が
安心して過ごせる居場所づくりを実施する団体を支援する

発達障がい児育児支援事業 24万円

育児不安が強い保護者や発達の遅れが見られる乳幼児等に、専門機関への委託に
よりペアレントトレーニングの観点を取り入れた関わり方についての実践指導を行う

予防接種事業（おたふくかぜワクチンの追加） 168万円

任意接種とされている幼児を対象とするおたふくかぜワクチンの予防接種費用に
ついて、推奨期間中の実施に限り３，０００円を上限として費用の助成を行う

Ｒ２当初 396万円
（子どもいきいき課 204万円）

（健康増進課 192万円）

健康福祉部 子どもいきいき課
健康福祉部 健康増進課
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就学前教育・保育モデルカリキュラム策定事業

就学前教育・保育モデルカリキュラム研究会（仮称）を設置
モデルとなる指針の作成
公私立すべての就学前教育・保育施設と小学校との連携強化

７万円

いきいき保育環境なるっと補助金事業

施設外活動の交通安全対策への
支援

就学前教育・保育無償化事業
（副食費無償化）

（子どもいきいき課） 1,604万円
（学校教育課） 2,125万円

市独自の副食費無償化事業により
子育て世帯の経済的負担を軽減

1,797万円
（継続事業を含む）

Ｒ２当初 5,533万円
（子どもいきいき課 3,408万円）

（学校教育課 2,125万円）

健康福祉部 子どもいきいき課
教育委員会 学校教育課
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教育委員会 学校教育課 Ｒ２ 当初 ４，８２７万円

追加

就学援助の支給費目を新たに２つ追加し、経済的な理由によって

就学困難な小中学生への援助を拡充します

・学用品費

・通学用品費

・新入学学用品費

・修学旅行費

・学校給食費

・校外活動費

・医療費

現在の支給費目
新

小学生：年額上限 3,410円

中学生：年額上限 4,220円

ＰＴＡ会費

小学生：上限 10,890円

中学生：上限 8,710円

卒業アルバム代等
新
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市立小学校

特別な配慮が必要
な子どもへの支援教員の資質向上

研修体制の充実

私立幼稚園・保育所（園）
認定こども園

教員の集約による

運営組織体制の充実

望ましい規模の集団が

確保できる環境整備

連携 交流
就学前教育・保育施設と

小学校との連携体制の構築

教育委員会学校教育課 R2当初 ３７万円

学校づくり計画推進事業

幼稚園

鳴門市教育振興計画審議会

心身ともに満たされ、豊かに生きていく
ための環境や経験を提供できる場

目指す公立幼稚園像

♦本市の将来を見据えた公立幼稚園のあり方につ
いて審議

１１



・障がい福祉サービス
の必要量は？

・サービス提供体制の
整備は？

・子どもの発達支援や
家族への支援は？

健康福祉部福祉事務所 社会福祉課 Ｒ２ 当初 ３９４万円
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第３層

地域における相談支援体制の
整備や社会資源の開発など

第２層

一般的な相談支援

第１層

基本相談支援を基盤とした計画
相談支援

指定特定相談支援事業

市町村相談支援事業

基幹相談支援センター
【基幹相談支援センターの役割】

➀総合的・専門的な相談支援
②地域の相談支援体制の強化の取組
③地域移行・地域定着の促進の取組
④権利擁護・虐待の防止
⑤自立支援協議会の運営協力

令和２年度内の開設を目指します！

健康福祉部福祉事務所 社会福祉課 Ｒ２ 当初 １，０００万円
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生活困窮者への総合的な相談、支援体制の強化のため
新しい支援事業を始めます。

就労準備
支援事業

新

家計改善
支援事業

雇用による就業が著しく困難な方に対して、
就労に必要な知識や能力の向上のために
必要な訓練を行います。

家計に課題を抱えた方に対して、家計の状況を
適切に把握することや、意欲を高めることなどの
支援により、家計の改善を図ります。

健康福祉部福祉事務所 社会福祉課 Ｒ２ 当初 ３，２８５万円

新

１４



健康福祉部 長寿介護課 Ｒ２ 当初 ２，１５７万円

生活支援体制整備事業
第８期鳴門市高齢者保健福祉
計画及び介護保険事業計画
策定事業 １，７４４万円４１３万円

高齢者に関する各種の保健福祉事業
や介護保険制度の円滑な実施を図る
ための総合的な指針として、策定し
ます。

概要

計画
期間

目的

令和３年度～５年度までの３年間

策定
手順

基礎数値の推計（給付の状況や推計人口等）

ニーズ把握（ニーズ調査・意見交換等）

策定委員会での審議
パブリックコメントを経て策定

地域住民をはじめ多様な担い手が
主体となって、地域で支え合い、
助け合い活動ができる体制づくり
を推進します。

事業
内容

市内３か所の第２層協議体の運営
を継続支援するとともに、新たな
協議体の設置に向け取り組みます。

在宅生活に必要な、介護保険制度
以外のサービス情報を取りまとめ、
介護関係者等への周知を図ります。

事業
内容

１５



健康福祉部 人権推進課 Ｒ２ 当初 340万円

男女共同参画の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を
図るため、鳴門市男女行動計画を策定します。

第3次鳴門市男女行動計画策定事業

男女共同参画社会とは、家事や子育て、介護と
いった日々の生活の場、また地域での活動や
政策・方針決定の場などで、性別にかかわらず
一人一人が責任を担い、お互いにその人権を
尊重しながら個性や能力を十分に発揮していく
ことができる社会です。

「男女共同参画社会」とは？

『男女共同参画社会の実現』をめざして

第３次鳴門市男女行動計画策定業務

１６



市民環境部 スポーツ課 Ｒ２ 当初 １３０万円

国：第２期スポーツ基本計画
県：徳島県スポーツ推進計画

２０１５ ２０２０ ２０２１ ２０２４

鳴門市
スポーツ推進計画

前期計画６年 後期計画４年

マルチスポーツ

東京２０２０
オリンピック

新スポーツセンター

基本理念 「スポーツうずまくまち なると」

スポーツの
成長産業化

上 位 計 画
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市民環境部 スポーツ課
健康福祉部 社会福祉課

Ｒ２ 当初 ８８６万円

オリンピック

パラリンピック

４月１６日 聖火リレー
７月 ドイツ代表事前キャンプ

８月１３・１４日 聖火フェスティバル
（採火 → 聖火ビジット）

・パネル展示
・フォトコンテスト
・体験型イベント

など

東京２０２０オリンピック・パラリンピック
応援機運醸成事業

１８



市民環境部 スポーツ課 Ｒ２ 当初 ４２６万円

KOBA式体幹☆バランストレーニング普及推進事業

体幹バランストレーニングの第一人者であり、有名スポーツ選手の
トレーナーを務めている木場 克己氏による体幹バランストレーニン
グの普及を通じ、市民の健康づくりとスポーツ技能向上を図ります。

事業目的

就学前児童トレーニング 競技力向上トレーニング

県内で強豪とされている競技・学校を指定し
トレーニングすることで、全国のトップレベル
で戦えるよう育成。

年齢が低い時期から体幹を鍛えることが健
康面や運動能力向上に効果的。

１９



特別教室等空調設備 整備事業

夏の厳しい暑さや冬の寒さから児童・生徒等の健康を
守り、教育環境の充実を図るため、小中学校特別教室等
への空調整備を進めます。

教育委員会 教育総務課

子どもたちに快適な教育環境を！

設計：小学校１３校（理科室、音楽室、図画工作室など）
中学校５校（理科室、美術室、技術室など）

学校トイレ環境改善事業

子どもたちの生活環境の変化に対応した洋式化や
老朽化対策などトイレ環境の改善を図ります。

工事：黒崎小､鳴門西小、瀬戸中
設計：第二中

R１ ３補 ２億１,６７０万円
R２ 当初 ７４０万円

R１ ３補 ２億１,６７０万円
R２ 当初 １,３６０万円

R２ 当初 ６２０万円

２０



教育委員会 教育支援室 Ｒ１ 3補 1億6,985万円

教 育 機 器 整 備 事 業（校内LAN整備）

児童生徒一人ひとりに個別最適化された学びの実現
に向けた環境整備

目 的

高速かつ大容量の通信ネットワーク(校内LAN)と
端末機（タブレット）の整備内 容

市内全小中学校
（小学校13校 中学校5校1分校）

対 象

・10Gbpsでの運用が可能な無線LAN整備
（普通教室・特別教室等）

今 回 (※国からの1/2補助により）

Wi-Fi
AP

・1人1台タブレットの導入に向けた充電保管
キャビネットの整備

1億2,842万円

4,143万円

２１

https://1.bp.blogspot.com/-QkYlO_fL-DA/XS_8MJlhOLI/AAAAAAABTqY/MQKjt4XdUFIz6wWGnhwcz5MCW3uZqEnZwCLcBGAs/s800/school_teacher_tablet_woman.png


しっかり
安心・快適
住み良いまちづくり
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企画総務部 危機管理課 Ｒ２ 当初 ９９５万円

発災直後の避難所での安心した生活のために
○アルファ米・飲料水の備蓄
○携帯トイレ・衛生用品の備蓄
○ＬＰガス発電機の配備

市民の皆様の防災意識高揚のために
○「フェーズフリー」概念の啓発
○防災フェア・防災イベントの開催
○出前講座・地域出前防災教室の実施

各種災害の危険性周知のために
○新しい被害想定に基づいた「新池川」の洪水

ハザードマップの更新

災害用備蓄事業

地震等災害対策普及啓発事業

ハザードマップ作成・見直し事業

事業費：７００万円

事業費：１１５万円

事業費：１８０万円

２３



消防本部 消防総務課 Ｒ２当初 ２億２，７０３万円

～市民の生命と財産を守るため、災害に負けないまちづくりを強力に推進します！！～

消防団詰所耐震化推進事業 １億６，７１８万円

消防団装備整備事業 ７５２万円

消防車両整備事業 ５，２３３万円

「消防団詰所耐震化計画」に基づき、耐震基準を満たしていない分団詰所
の耐震化を推進します。

◎折野、吉永・中江分団詰所 ： 新築工事 ◎備前島分団詰所 ： 耐震改修工事

◎三俣・板東南分団詰所 ： 新築設計 ◎矢倉分団 ： 進入橋梁拡幅工事

大規模災害の発生が懸念されるなか、地域防災力の中核的役割を担う
消防団に救急救助用資機材等を配備します。

◎ＡＥＤ ◎救助用半長靴 ◎新消防団員活動服

「車両整備計画」に基づき、老朽化が進んでいる車両を更新し、
消防力の強化を図ります。

◎高規格救急自動車の更新 ◎消防団小型ポンプ積載車の更新

２４



Ｒ２ 当初 ３，６７０万円

耐震改修支援事業

補助率 ４／５ 補助上限 １１０万円
補助

１１０万円（耐震改修１００万円＋感震ﾌﾞﾚｰｶｰ１０万円）

個人負担

２５万円例

※工事費１３５万円の場合（耐震改修125万円＋感震ﾌﾞﾚｰｶｰ10万円）
※感震ﾌﾞﾚｰｶｰ：補助率１０／１０ 補助上限１０万円含む ＋

プラス

耐震ｼｪﾙﾀｰ設置支援事業
補助率 ４／５ 補助上限 ８０万円

補助
８０万円

個人負担

２０万円例

※工事費１００万円の場合

住替え支援事業

補助率 ２／５ 補助上限 ３０万円
補助
３０万円

個人負担
４５万円例

※工事費７５万円の場合

耐震化工事補助とあわせて行うスマート化工事も補助します！

住替えにともな
う解体工事も
補助します！

スマート化支援事業
補助率 ２／３ 補助上限 ３０万円

補助
３０万円

個人負担

１５万円例

※工事費４５万円の場合

「スマート化工事」とは、

住まいの安全性・安心の向上（ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ、ﾕﾆﾊﾞｰｻ
ﾙ、子育て・高齢者見守り、防災対策）、環境対策に
資するよう、既存の住宅が抱える課題を解決する住
宅設備の導入・整備など、住環境の向上に関係する
工事（その他ﾘﾌｫｰﾑ工事も補助対象）

経済建設部 まちづくり課

まずは耐震診断を受けましょう！無料です！！
補強計画の補助もありますのでご相談ください！

木 造 住 宅 耐 震 化 促 進 事 業

あわせて最大１４０万円！！

新

２５



教育委員会 生涯学習人権課 Ｒ２当初 ２億３，６６９万円

公民館耐震化推進事業

堀江公民館の新築工事にかかるスケジュール（予定）
・新築工事の着工（竣工） 令和２年度
・新公民館の利用開始 令和３年４月

（１） 新築工事費 ・・・ ２億２，３９０万円

（２） 工事監理業務委託料 ・・・ ７９０万円

大麻学校給食センター西側の市有地に、
地域の生涯学習の拠点である堀江公民館
を新築移転します。

（３） 備品購入費等 ・・・ ４８９万円

２６



経済建設部 下水道課 Ｒ２ 当初 １，６９８万円

合併処理浄化槽整備事業

快適な生活環境と良好な水環境の実現に向け、すべての
生活排水を処理できる合併処理浄化槽の普及を図ります。

【補助制度※の拡充内容】
①補助金額の(例)

5人槽の場合 30万円→33.2万円（以内）
②浄化槽全撤去

3.2万円→9万円（以内）
③配管工事費の補助

15万円（以内）
※家屋などの建て替えを伴わずに既存の単独処理浄化槽や

汲み取り槽からの転換が対象となります。

新

増

増

増新

２７



市民環境部 環境政策課 R２当初 １０２万円

いぬねこ愛護推進事業 ～人と動物の共生社会の実現を目指して～

人と猫（動物）との調和のとれた共生社会の実現と、市民の快適な生活環境を
保持することを目的に、徳島県の補助制度を活用した飼い犬・猫の避妊・去勢
費用の一部を助成する事務を徳島県獣医師会に委託する。

また、令和２年度より、飼い主のいない猫の不妊去勢手術費用の一部について
補助金を交付する。

（２）飼い主のいない猫の不妊去勢手術費用補助事業

（１）飼い犬及び猫の避妊去勢手術推進事業

飼い主のいる犬猫（委託料） 52万円
5,000円＊100頭＋事務費

飼い主のいない猫（補助金） 50万円
10,000円＊50頭

２８



おおきく躍動
みんなで創る

まちづくり

2９



企画総務部 特定事業推進課 R2 当初 １，０１６万円

新庁舎建設事業

新庁舎建設に向け、デザインビルド方式（設計・施工一括方式）による設
計・施工業務の事業者選定を進めるほか、オフィス環境整備事業や
市民会館のアーカイブ事業を実施します。

・市民会館アーカイブ事業 ６００万円
故増田友也氏の手がけた市民会館について、３D点群データの計測や詳細図面の作成、映像

制作やイベント開催を行うことで、保存・顕彰を行います。

・オフィス環境整備事業（債務負担Ｒ１ｰＲ４） ３５５万円
職員の働き方に沿った機能的でコンパクトな新庁舎整備を目指し、レイアウト設計やサイン
設計等を実施します。

３０



・ 文書量の削減等実地指導

・ 文書管理方法の見直し

・ 行政文書ファイル管理簿の導入

・ 導入後の維持管理指導

企画総務部 総務課

Ｒ２ 当初 ７６５万円
債務負担行為 １，２４１万円
（令和３年度から令和４年度まで）

新

■業務効率の向上

文書検索の迅速化による

■行政サービスの向上

■文書管理の適正化文書管理制度のリフォーム

・ 文書量の削減

・ ファイリングシステムの見直し

新庁舎移転に向けて

企画総務部 総務課

３１



企画総務部 情報化推進室 Ｒ２ 当初 ２８７万円

ペーパーレス会議システム導入事業

これまで紙資料が中心であった各種会議や庁内協議等に
おいて、ペーパーレス会議システムを導入することによる、
事務改善や効率化を図ります。

３２



ふるさと納税制度を活用して本市に
ご寄附いただいた方に、魅力ある地場
産品を贈呈し、ふるさと納税に係るプ
ロモーション活動の更なる充実を図る
ことにより、本市のＰＲと地場産業の
振興を図ります。

（歳入計上額３億2,200万円）

企画総務部 戦略企画課 Ｒ２ 当初 １億６,１９０万円

｢ふるさと納税寄附金｣推進事業

■記念品費・事務費等
１億800万円

■委託料
（ポータルサイト掲載手数料など）

５,210万円
■ＧＣＦ補助金

180万円

３３


